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極低放射能アルファ線分析の最近の動向と
ガス発光を⽤いた検出器開発の展望
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1. 研究背景

現在稼働している代表的な地下実験グループ

• 宇宙素粒⼦実験のための検出器は、「極限まで少ない
不純物」＋「⼤型化」が共通して要求される。これま
で綺麗な素材確保・⽣成、分析技術が確⽴されてきた。

• その分析技術のひとつである、表⾯アルファ線分析に
ついて今回は焦点を当てる。

• 例えば、PTFEは⽐較的安価でDM検出器のフィールド
ケージ壁にも良く使⽤されるため、表⾯汚染検査は⾮
常に重要。
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2. low-BG アルファ線イメージ分析
AICHAMを⽤いた分析事例紹介
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3. TPCベースのアルファ線イメージ分析装置開発の動向
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4. CF4ガス発光とアルファ線検出の基礎研究

最近ガスシンチレーション発光に注⽬して、極低放射能分析
装置が開発できないか。

モチベーション
• CF４ガス発光検出をAICHAMに組み合わせると、セルフ

トリガーTPCでありながら、アルファ線⾶跡のドリフト
距離が決定できる。

• ラドン由来のアルファ線事象を同定・排除し、分析感度
を向上する。

まず、CF4ガスのシンチレーション光について特性理解から基
礎研究をスタートした。

理科⼤のアクティビティ
東京理科⼤ ⼋⽥ B4研究(2021)
東京理科⼤ 秋澤 B4研究(2022)

東京理科⼤ 舩橋 B4研究(2022)
東京理科⼤ 若⽣ B4研究(2023)
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4. CF4ガス発光とアルファ線検出の基礎研究

CF４ガスはどれくらい発光するのか︖
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まとめ
p 極低放射能アルファ線イメージ分析は、独⽴して重要な分析技術のひとつで、我々

はAICHAMを開発し、現在神岡で運⽤している。
p AICHAM以降、海外でもTPC-baseのアルファ線イメージ分析装置開発が進んでお

り、AICHAMも⽇々アップデートする必要がある。
p 最近、ガスシンチレーション発光に注⽬し、理科⼤で発光特性理解を進めてきた。

5.3 MeVアルファ線によるCF4ガスのシンチレーション光は、簡易的なセットアッ
プで70~80 p.e.観測された。

p AICHAMにPMTを実装して、 CF4ガスのシンチレーション光を観測した。s1-s2の
時間差から、電⼦ドリフト距離を決定でき、ラドン由来のアルファ線事象除去の可
能性を⽰し、暫定的に性能を評価した。

p 今後の展開
(1) PMTを追加したAICHAMの改良と安定運⽤
(2) 新装置開発(チェンバーサイズ拡⼤)
(3) 中性⼦測定への応⽤
(4) CF4を⽤いた𝜈/DM検出器応⽤


